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1
.

( 1 ) 与 式 = - 7 t 3

= - 4
～

( 2 ) は 式 =⑥× ( 5x - 2 y )

= 3 [ 5 x - 2 Y )
= 15 x - 6 y
～～

(3 ) a ( √30 を 2 乗して
A

< 30

よって 30未満 で 最 も 大 きい 平方数 は 25

: a = 5
m

(4 ) 6 a t b < 800
t

800 g 以下であればbatb ≤ 80
一

( 6 ) はは x に 比例するので Y = x とお 、

x= 4 のときと = ⑤ なので

5 = ④ ⇒ a = 5 × 4 = 5

ょy

燃



(て )

a : 第 1 四分位数 , b : 第 3 四分位数
表 のデ ー タを 小 さ … 順に 並 べるとと

下位 デー タ 上位デ ー タ

5
,
7 ,

7
. 8 , 10 , 1 .B.

i4R
中央値

第 1 四分位数 第 3四分位数
よて a = 7 .

b
= 16 m
～

( 8 )

1

12

ー

平行線 の 性質 より

12 : 8 = 9 : x

3 2 = 9 :x :

3 x = 18

: x = 6
cmmm



( 9 ) 2 つのさいころの 出 る 目 の 場合 の 数 は 36 通 り
。

出 る 目 の 和 は 最 小 で 2
.
最大で 2 なので

2 ～ 12 で 素数なのは 2
.

3
.

5
.

7
,
.

よって

( 1
, 1 ) ⇒ 2

( 1 , 2
)

( 2
.

1 ) ⇒ 3

( 1
,
4 )

(

4 ,
1

) ( 2 ,
3

) , ( 3 , 2) ⇒ 5

( 1
,

6 )
.

( 6
,

1 )
,
( 2

,

5 )
,

( 5
.

2 )
,

( 3
.

4 )
(

4.
,

3 ) ⇒ 7

( 5
.

6 )
,

( 6
,

5 ) ⇒ リ

の 15通 り
。
ゆえに 求 める 確率 は

= 感
( 10 ) ① 点 A を 中心 とする 円 をかき

X 直線 l との 2 交点 をそれぞ
Xの

:

∞ B
れ 中心として 等 し 、 半径 の 円を

ニ

: かく
。 この 2 円 の 交点 と

e メ 点 A を通 る 直線をひく
A

⇒ 点 A を通 る 垂線
②

.

A
,
B をそれぞれ中心 として 等 しい 半径 の 円 を

かきこの 2円 の 交点 を 通 る 直線 をひく

⇒AB の 垂直二等分線
③ .

①

. ② でひた2直線 の交点 が 中心 θ である



2
.

( い
」

(赤 青 白 ) (赤青
黄

) 。 (赤 青緑) 、
(赤 ,

白

, 黄
)

。( 赤 白緑 )

(赤 。
黄

,

緑 )

( 青
白
。 黄 ) 。( 青白緑 、

( 青 黄緑 )

( 白 黄緑 )

の 10 通
りmmm

(2 )

(a )

ー 3.-- " A : 3 × 3 = 9cm 1 枚

A BB
} 3 B . 3 × 1 = 3cm 3枚

C : 1 X 1 = 1 cm 2枚

B cC{ ! これらを 組 み合 わせたときの

面積 は

9 × 1 t 3 × 3 t 1 × 2 = 20 cm

2

縦横 は 整数 なので

20 = 1 × 20
,
2 × 10

,

4 × 5

のいずれかである 。 A は 縦 横 ともに 3 cm なので
長方形 の 一辺 の 長 さは 3 cm以上 である

。

よて 4⇒ 4 cmと 5 cm～
～

1 × 20 は 1 が 3 cmより 小 さ … ので 不適
2 × 10 は 2 が 3 cm より 小 さいので適不



( b )

As x xx = xcm 1枚

B : x × 1 = xcm 6枚
C : 1 x 1 = 1 cm

<

8枚
よって 面積 は

x
'

x 1 t x x 6 t 1 × 8 = x 6xt 8

= (x + 2 )(x + 4 )

よって一辺 が (x +2 ) cm もう 一辺 が (x +4 ) cm

なので 長方形 の 周 の 長 さは
2 (x + 2 ) ← 2 ( x + 4 ) = 2x + 4 ← 2xt 8

=

x t 12 cm
～

4

ー
x + 4

、
1

C + 2
x + 2 ⇒ xt 2) + (x + 2 ) ← (x+4 ) + (x+4 )

\ ノ = 4 x + 12
ー
x + 4
/

( 3 ) 一辺 が (x + 7 ) cm の 正方 形 の 面積 は

( x+ "7 )
~

cm

2

これが ( 2 ) の 面積 より 105 cm
? 大 きかったので

(xt7 )
"

= (xt2 )(x + 4 ) T 105

x
'

+ 14 x + 49 = x + 6xt 8 + 105

8 x = 64

: . x =
8m



3
.

( 1 )

( P ) B 社 の 場合 は 基本料金 7000 円 と T シャツ 代
4000 円 ( = 800 月 × 5枚 ) , プリニト 代 2000 円

( = 400 円 × 5枚) で
,

合計
7000 + 4000 + 2000 = 13000 円

～

イ )( x 枚注文 するときの 代金 は 円 は

Y = 3500 +900 x t 6 omm
mm

基本料金 Tシャツ代 プリント代
= 1500 x + 35mmmm

(ウ ) B社 について, x と Y の関係 を 式 にすると
Y = 17000 × 800 x + 400 x

= 1200 x + 7000

A 社 と B社 の 式 を 連立 して

{ Y = 1500 x t 3500 ー の

Y = 1200 x t 7000 - ②

① を ② に 代入 して

1500 x t 3500 = 1200 x + 7000

300 x = 3500

x=



(2 )

(a ) T シャツ 代 … 800 × 25 = 20000 円

プリント 代 … 400 × 20 = 8000 D
～～

↳
21 枚以上注文 すると 20 枚 を 超 えた

枚数分 は無料 なので 20枚 まで料金 が
かかる

基本料金 … い 000 円

よって C社 に 25 枚注文 したときの 料金は
11 000 ← 20 000 + 8000 = 39 000 円

～

( b) C 社 に x枚注文 し 。 そのときの 料金 を Y 円 とする
( i ) O ≤ x ≡ 20 のとき

Y = 11000 「 f00 x + 400 x

= 1200 xt 11 00
～

B 社 の 式 は Y = 1200 x t 17000
～

2 つのグラフは 傾 きが 等 しので 平行 である
。

～②

また
。 切 片 は C社 の 式 の 方 が 大 きいのでグラフは

C社 の 方 が B社 より 上側 にある
。

⑨
( i ; ) x 7 20 のとき

プリニト 代 は 20枚 を 超えると超 えた 分 が

無料 になるので
,

C社 の 式 は

Y = 11000 + 800 x + 400 ×20
～

= 800 x t 19000 何枚注文 しても

20 枚 での料金



このときの C社 のグラフと B社 のグラフの 交点 は

{ Y
= 1200 x t 7000 ー の①

Y = 800 x + 19000 ー②

を解 けば 良い ① Ʃ ② に代入 してて

1200 x t 17000 = 800x + 19000

400 x = 12000

x=加

よて

20 (x ( 30 : C社 のグラフが B社 のグラフより 上側

x 730 : C社 のグラフが B社 のグラフより 下位

⑩ グラフが 下側 の 方 が 料金 は 安 い
。

よって
,
31 枚以上 注文 すると

,
C社 の 方 が B 社 より

~ま
代金 が 安 くなる

4
.

( 1 ) 点 σ を 回転 の 中心 として
,
点 A を 点対称 した

I い 点以下追

い終し よって 座標は ( 4 .- 6 )
～

⑦

0
> x..

点対称 議
-6
……



( 2 )

点 A はま x ' 上 にあり
x

=- 4 なので

Y =

I
×
( - 4 )

2

= 8 ∴. A ( -
4

,.
8)mm

点 B は Y = 上 x 上 にあり x = 2なので

y=±× 22

= 2 : . B ( 2 , 2
～

ハ Y

-∞^

…学 左国 から 三平方 の 定理 より

AB = V6 )
=√36 + 36
ー

= 2! 彡*…
……

6
= 63 cm

=6～

〉x
- 4 2

( 3 )

( a ) 点 A はは = x 上 にあり x = - 4
- 4

,
16 )

なので y = (- 4 )
×

= 16

∴ . A( 4
,
16 )

点 B は Y = x エにあり x = 2

なので , φ=
2

=424)

∴ B ( 2 , 4 )



GOAB = LOACTOOBC より 点 C の 座標を求 める
。

直線 AB の 式 を Y = mxth とおくと
,

1次関数では
傾 き = 変化 の 割合 なので

Y の 増加量
m =

x の 増加量

=

丸4 ,

4 - 16
… A → B の 増 が量

= - 2
ー

3

よって Y = x tn で B (2 . ) を 通るので42

4 =
- 2 × th ⇒ n -2 8

: ∴ C ( o . ) ←切版 より8

- 4
,
16 )

よ
( 0 , 8 )

L OAB = OOAC + OOBC
δ
i

(24 ),

= 土 × δ × 4 + I × 8 × 2

\

4
八 2

= 16 + 8 =2



( b) 2 点 (x .
,
は, )

,

(x2
.
Y 2 ) の 中点 の 座標 は

以下 で 求 められる 。

“禁
A ( - 4

,

16 )
,

C ( 0
,
8 ) より 中点 P の 座標 は

x := - 2

y := 12 : P ( - 2 , 12)
～

点 Q の x 座標 をヒ ε すると ,
点 Q は Y = x 上 に

あるので

g = t
《

: . Q ( tit)
mm

点 Q を 通 り OP に平行 な直線
p を 考えこの直線 ε x軸 との
∞ ∞ Q12 t.t )

交点 を R , 点 Q の x 座標 の

。 議 V 点 を S とする 。

- 2 男
.

R
直線 OP : Y = - 6 x

であり
、
平行 な 直線 の 傾きは

等 しいから 直線 QR の 傾 きも

ー 6 である
。



よって

Q (t.
で

)
QS ; SR = 6 : .“象 ! "

Q S = t
2

v

6 SR =
2

0

内 SR = ft
2

.

S

～

PONQR より

DOPQ = 0 OPR
… 12 Q ( t

.
t
'

) ( OP を 底辺 とした 等積変形 )0

1

v よて □ OPR の 面積 は“蔗 Ʃ
× 12 × ( t + 笄 ピ )\ 議

R
1

-2
ー

ヒ

= ピ + 6 t

( a ) より LO AB = 24 より

24 = t t 6 t

: .t + 6 t - 24 = 0

解 の 公式 より

- 6 ±√ 6
-

4 × 1 × ( -24 )

t =

2

= = - 3±3



t 70 ( 点 Q α x 座標 は 正 ) より

こ = - 3 t
√
33

.

したが 。 7
点

Q α x 座標は- 3 t33
m

5
.

( )

(a )

ロ ABCD は 長方形 なので

し LABC = 900

《 ∠ ABF = 500 より

5120 ~

∠ FBC = 900 - 500 = 40 :

て )40 .

BE は 折 り 目 なので
∠ FBE = LEBC

よって ∠ F BE = 20

点 F は 。 頂点 C が移動 した 点 なので
L BFE = 900 ( LBFE =∠ BCD )

OBE F で ≡ 角形 の 内 角 の 和 は 180
” なので

∠ BEF = 180 - ( 90 × 20 '

)
= 180- 1100

=70
m



( b )

DE =⑪
,

E C =⑨ とすると ,

影 DC =⑪ +⑨? = 1⑩
AB = CD = 4 cmよりの

.

4 cm = 1⑩

よって
① = 16 × 4 = Icm の = 4 cm より

CE = EF より E F = ⑨
よって

EF = # × 9 =4 ) ⑨ = 49 cm

)
OABQ と OPDQ で

@ ロ ABCD は 長方形 であり
、

ィ

BD で 折 り 重 してるから
X 凵

⑨
X A 3 PD ー ①

< BAQ =∠ DPQ = 900
ニ

0 ー②

対頂角 は 等 しから
∠ AQB = LPQD - ③



三角形 の 内角 の 和 が 1 80
”

である : とと ②
.

③ より
∠ ABQ = LPDQ ー④

* ∠ ABQ = 180- < BAQ - LAQB

∠ PDQ = 180- < DPQ - < PQD
.

①
.

②
. ④ から 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しいので

LABQ ≡ OPDQ (証明終わり )

( b )

AQ = x とお …

≈ 4 DABQ ≡ 0 PDQ より

ー
x
、
1 . 対応 する辺 の 長 さは
～

12 - x
× 等 し、 いから

@ AQ = PQ
貫 ∴ Pa = x
～

ーロー

BD は 折 り 目 なので PD = CD : PD = 4 cm
～

また AD = 12 cm AQ = x より QD = 12 - x
～

したが , て 0 PDQ で 平方 の 定理より

12 -xx )
"

= x + 42

∴ .
x

ー 24 x + 144 = x τ 16

- 24 x = - 128

x



O SQAEO SBC において

AQ 13 C より 錯角 が

ー. 等 しので
L SQA = L SBC - ①

o～
-
の

、os
∠ SAQ = LSCB - ②

①
.

② より 2組の 角 がそれぞれ

等 しので OSQASOSBCーュー

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
AS : CS = QA : BC

= B
⑪

. 12

= 16 : 36

= 8 = 18

: . AS =⑧ , SC=⑧ C5 c
と

AC = ASTSC

= ⑧ + 1⑧
=⑪

点 R は AC の 中点 なので
,
CR =⑪

: . SR
=

SC - CR

= 1⑧ - ⑪
= ⑤



D ABC = 0 DCB であり
、

BD は 折 り 目 なので

ODCB = 0 PDB

⑧
,

: .OABC = LPDB- ⑤
1

ー ⑪ OABC = I × 12 × 4

.
= 24

ー
12 ー m

: . O PDB =24
mm

また , OABC と O SBR におて 底辺 をそれぞれ

AC
.
SR とすると 高 さは 等 しいので 面積比 は

底辺比 であるよって
LABCs OSBR = 26 :
5

24

:. 26 × L SBR = 120

O SBR =i0m
ロ RDPS = 0 PDB - OSBR

= 24 -

1552
よって

ロ RDPS : O SBR = 152 .
0



= 25 2 : 60

= 21 : 5

: . 5 ×□ RDPS = 21 × 0 S BR

D RDPS = IL × OSBR

よって 四角形 RDP S の 面積 は OSBR の

面積 の熹


